
琉大コミュニティキャンパス事業本部

平成 25 年度文部科学省採択大学 COC 事業 「地 （知） の拠点整備事業」

西原町役場
職員研修

2017 年 1 月 26 日 （木）
13:00 〜 17:00 於 ： 西原町役場

第１部
戦略を
立てる

開催報告書

時代の変化、ニーズに合ったスキルを習得する
「自治体職員向け研修 /セミナー」

研
修
前
に
は
、ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

西原町役場総務部総務課　
課長　與那嶺 剛　様

琉球大学 RCC 事業本部　
事業本部長／教授　遠藤 光男

第２部
思考力を
鍛える

第３部
文章力を
磨く

最後はみんなで目標設定 参加者の感想を一部紹介します。

西原町役場総務部総務課広報担当　渡嘉敷 唯史　様

参加者の感想を一部紹介します。研修後は参加者にねぎらいの挨拶が……。

広報担当　渡嘉敷 唯史　様

お疲れ様でした！

　鍛えないと衰えてしまう「情報発信筋力」を研修だけでとどめないために、最後に目標設定シー
トに第２部の頭の体操と第３部の文章力を磨くための練習を１カ月間に何回するか自分自身で
目標設定して頂きました。

戦略を練る時の具体
的な考え方であった
り、 どの目線で考え
ると分かりやすいのか
というのが学べて良
かったです。

平成 25 年度文部科学省採択大学 COC 事業 「地 （知） の拠点整備事業」

なんとなく行っていた
ことが、 プロの方から
理論と実践を通して学
ぶことができた。

「人に伝える文章を書
く」 ことを久しぶりに
意識した。 上達させた
いと思った。

参加者の感想を一部紹介します。

文章力向上の手立て
が、 わかりやすく示さ
れたおかげで今後に
役立つきっかけを多く
もらえたように思いま
す。 継続していけるよ
う心掛けていきます。

なんとなく行っていた
ことが、 プロの方から

実際に広報掲載予
定の記事が控えて
いるので、 そこに活
用したい。

とっても楽しく、 色々なこと
を身につけることができた
研修でした。

学びやすかった。 添
削までして頂けるので
とてもいい経験です。

意識した。 上達させた

学びやすかった。 添学びやすかった。 添学びやすかった。 添
削までして頂けるので削までして頂けるので
とてもいい経験です。

お菓子とお茶の用意は疲れた

頭を元気に。

　広報誌を中心とした情報発信について事前アンケートで掌握した
悩みや問題に対し、「オーダーメイド型研修 /セミナー」を西原町役
場で実施しました。
　参加者は、総務部総務課広報担当者が主に広報誌の制作時に原稿
依頼を行っている、多様な部署の職員から選抜された 12 名。事前
アンケートから、①戦略を立てる、②思考力を鍛える、③文章力を
磨く、という３つのポイントが浮かび上がり、それぞれの能力を、ワー
クを中心に複合的に鍛える研修としました。

ワークは４つ。終わる度に発

表と同時に貼り出しました。

研
修
前
に
は
、ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

激励の

①自治体の情報発信に求められていることへの
理解。
②情報量の増加に伴う人々の行動プロセスの変
化への認識。
③ニーズやターゲットを探る方法と
受け手の関心を高める方法の理解。
「こんな方法があるんだ」ということ
をわかればOK。

第１部の学びの目的

２つの「頭の体操」により、思考力を鍛え情報発
信力を養うことが目的。
自宅でも一人でできる「頭の体操」を選んでいま
す。

第２部の学びの目的

情報発信における技術の１つとして「伝わる文章
の書き方」の基本を身につける。

第３部の学びの目的

目標設定シートを

掲げて記念撮影

「自治体の情報発信に求められていること」について
自由に意見を出してもらいました。

「２つの頭の体操」では、１つ目のワークで問題意
識を高めること、２つ目のワークで自分の考え方を
客観的に振り返ることをしてもらいました。 実際に文章を書いてもらいました。手書きの

ため部屋の中は鉛筆の音だけが響き渡って
いました。

担当：RCC 事業本部　空閑睦子（講師）/山田美都雄

研修の概要

研修後は参加者にねぎらいの挨拶が……。
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